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B と Bは k に関して対称であるから、 bb  は k と平行であり、 c と垂直である。 

cbb  より 02)2()(
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 ccbccbcbb  ──① 

C とC は hに関して対称であるから、 cc  は hと平行であり、b と垂直である。 

cbmc  より 022)2()(
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 mcbbmcbbcbmbcc  ──② 

①－②より mcmcmc 
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なお、それぞれ図示すると下の通りである。 
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